
令和６年度

　

(３か月)
座学２か月＋実習１か月

※土・日・祝日は訓練を行いません。

無 料

８，２５０円　（税込）（テキスト代）

※なお、欠席により補講が発生した際の費用（３，０００円／時）は別途、必要となります。

受講申込書は、月曜日から金曜日(祝日を除く)の８：３０～１７：１５までに提出してください。

日 時 ：

会 場 ： ニューワーク情報サービス有限会社
（須賀川市栄町３７０番地）

ＴＥＬ：０２４８－７２－１６１６
※書類選考に変更になる場合があります。

選考結果についてのご質問はお答えできませんので、ご了承ください。

（カリキュラム、費用負担詳細、施設案内図等は裏面を参照してください。）

選 考 結 果
令和６年１２月４日（水）に発送いたします。

そ の 他 駐車スペースは確保してあります。（訓練受講時）

※企業実習の実施にあたり、抗原検査を自己負担にて行っていただく場合があります。

※応募状況等により中止することもあります。

【申込手続き】

申 込 方 法
お住まいを管轄するハローワークに受講申込書を提出してください。
（受講に関しては、必ずハローワークでの事前の相談が必要となります。）

申 込 期 間
令和６年９月２５日（水）　～　令和６年１１月１５日（金）

選　　　　考
令和６年１１月２６日（火）
ご自身の都合による日程の指定はできません。

（面　　接)

※面接時間、又は書類選考への変更は前日までに電話連絡します。

※
訓
練
会
場
の
教
室
な
ど
を
事
前
に
見
学
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す

。

 
な
お

、
見
学
希
望
の
際
に
は
必
ず
訓
練
会
場
へ
連
絡
し
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

訓 練 時 間

月曜日から金曜日まで　午前９時～午後４時５０分又は午後５時２０分

訓練の終了時刻は、訓練日により異なります。

※企業実習時は午前８時３０分～午後４時３０分又は午前９時～午後５時となります。

会 場
(訓練実施施設)

ニューワーク情報サービス有限会社
　　　（須賀川市栄町３７０番地） ＴＥＬ：０２４８－７２－１６１６

実習：県中地区の企業実習協力事業所等

定 員 １６名 ※定員に満たない場合には中止することもあります。

対 象 者

以下の①～⑤の項目をすべて満たす事が受講の条件になります。
　①管轄ハローワークの受講あっせんを受けられる方。
　②キャリアコンサルタント等によるキャリアコンサルティングを受けた結果、企業実習を
　　 通した実践的な職業訓練の受講が必要であると判断された方。
　③介護に関する知識・技能を習得し、その技能を活かして再就職を強く望んでいる方。
　④職業訓練を受講することに強い意欲を有している方。
　⑤自力通所及び集合訓練が可能な方。

訓 練 期 間 令和６年１２月１３日（金）　～　令和７年３月１２日（水）

　　※テキスト代及び健康診断料、職業訓練生総合保険料は、訓練生負担に
　　　なります。なお、テキスト代については、訓練開始日までにご準備ください。
　　　また、健康診断料、職業訓練生総合保険料については別途案内します。

[No.Ｄ４]

介護職員養成実践科
　介護に関する知識・技能を身に付けて、介護職員として福祉業界への早期就職を目指す方々を
対象に、企業実習（介護施設での実習）を含めた職業訓練を県からの委託により開催します。

【訓練内容】

受 講 料

費用負担

７，２７０円　（税込）【予定】（健康診断料として）

３，１００円　（税込）（職業訓練生総合保険料）

～急がば学べ～

企業実習付

5-06-07-140-05-0171

福島労働局 検索

「ハロートレーニング」の詳細は

こちらでご覧頂けます。

 



時間

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 4

ヒ ュ ー マ ン ス キ ル
ビ ジ ネ ス ス キ ル

15

訓 練 導 入 講 習 32

認 知 症 サ ポ ー タ ー
養 成 講 座

2

就 職 支 援 講 習 13

123

基 本 介 護 技 術 演 習 9

実技習得確認テスト 6

福 祉 有 償 運 送
運 転 者 講 習

12

企 業 実 習 119

221

344

　※介護職員初任者研修を修了するためには、関連する学科と実技すべてを受講する必要があります。

　※再就職を目的とした訓練であるため、積極的に資格取得に取り組んでください。

【費用負担詳細】

 ・テキスト代　8,250円（税込）　・健康診断料　7,270円（税込）【予定】　・職業訓練生総合保険料　3,100円

    なお、補講が発生した際の費用（3,000円／時間）は、別途必要となります。

　※訓練の修了要件を満たすためには、上記カリキュラムにおいて学科及び実技の訓練時間のそれぞれ８０％に相当する時間以上の
　　 出席が必要となります。

学科　計

実
　
技

介護職員初任者研修
（演習）

こころとからだのしくみと生活支援技術

75

Ⅰ基本的知識の学習
　介護の基本的な考え
　介護に関するこころのしくみの基本的理解
　介護に関するからだのしくみの基礎的理解

Ⅱ生活支援技術の学習
　生活と家事、快適な居住環境整備と介護
　整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
　移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
　食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
　入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
  排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
　睡眠に関したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
　死にゆくひとに関したこころとからだのしくみと終末期介護

Ⅲ生活支援技術演習
　介護過程の基礎的理解
　総合生活支援技術演習

基本介護技術の習得及び標準書作成実習、レクリエーション体験

基本介護技術演習確認テスト

福祉有償運送運転者講習

事業所によるＯＪＴ

実技　計

　　　合　　計

プロジェクタ、インターネット利用環境、ＬＡＮ環境、介護ベット、ポータブルトイレ他

57

介護における尊厳の保持・自立支援（人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護）

介護の基本（介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、
介護における安全の確保とリスクマネジメント、介護職の安全）

介護・福祉サービスの理解と医療との連携（介護保険制度、医療との連携とリハビリテーション、
障がい者自立支援制度及びその他制度）

介護におけるコミュニケーション技術（介護におけるコミュニケーション、
介護におけるチームのコミュニケーション）

老化の理解（老化に伴うこころとからだの変化と日常生活、高齢者と健康）

認知症の理解（認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、
認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活、家族への支援）

障がいの理解（障がいの基礎的理解、障がいの医学的側面、生活障がい、心理・行動の特徴、
かかわり支援等の基礎的知識、家族の心理、かかわり支援の理解）

振り返り（振り返り、就業への備えと研修終了後における継続的な研修）

科 目 科目の内容

学
　
科

訓練内容、就職支援に係る説明、受講中の事務手続きに係る説明

介護職員初任者研修
（講義）

職務の理解（多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解）

ビジネスマナーの基本心得、挨拶、身だしなみのマナー、コミュニケーションスキル

キャリアプラン考察、キャリアカウンセリング、ジョブ・カード、就職関係書類の作成、
ビジネスマナー、求人情報の収集・活用、個別就業相談、事業所訪問（模擬実習等）、面接指導

認知症サポーター養成講座

就職支援説明講座、企業説明会

目 標 資 格
・介護職員初任者研修修了
・福祉有償運送運転者講習修了　・認知症サポーター養成講座修了

[Ｎｏ．Ｄ４］

訓 練 目 標
介護職員初任者研修修了証明書を取得し、介護施設・訪問介護サービスなどの介護職員、障がい者施設など
ホームヘルプ業務ができる人材。

仕 上 が り 像 介護職員として、現場に適応できるコミュニケーション力と介護技術を身につけた人材。

介護職員養成実践科カリキュラム


